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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第75期
第３四半期
連結累計期間

第76期
第３四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 26,465,366 25,500,118 37,014,692

経常利益 (千円) 628,728 352,797 756,889

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 422,739 217,213 479,503

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 175,658 109,707 275,137

純資産額 (千円) 8,311,575 8,752,241 8,411,053

総資産額 (千円) 22,216,148 23,988,887 26,435,753

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 163.80 78.82 185.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 37.4 36.5 31.8
 

 

回次
第75期
第３四半期
連結会計期間

第76期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 36.69 46.95
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動として、第１四半期連結会計期間において、共同出資により新会社を１社設立したこ

とに伴い、同社を持分法適用の範囲に含めております。なお、業績に与える影響は軽微であります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢・所得環境の改善により景気は緩やかな回復基調で

推移したものの、一方で相次ぐ自然災害の発生や消費増税の影響及び米中の貿易摩擦の拡大等の影響による世界経

済の低迷を受け、国内工場生産や輸出に陰りがみられるなど、景気の先行きへの不透明感が増す展開となりまし

た。当社グループを取り巻く環境では、主要顧客である鉄道業者の業績は比較的堅調に推移しましたが、自然災害

の発生に伴う被害も被っており、設備投資には慎重な姿勢も見られました。

そのような状況のもと当社グループは、「鉄道分野の事業領域拡大、ソリューションサービスの提供」等を全社

基本方針に掲げ、業績拡大に努めました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、25,500,118千円(前年同四半期比3.6％減)、営業利益は、

267,770千円(前年同四半期比50.1％減)、経常利益は、352,797千円(前年同四半期比43.9％減)、親会社株主に帰属

する四半期純利益は、217,213千円(前年同四半期比48.6％減)となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　鉄道事業

鉄道車両製品を主な商材として、鉄道事業者及び鉄道関連メーカー等を対象に、鉄道車両用電気用品、同車

体用品等を主に取り扱っております。当第３四半期連結累計期間では、中国国内の車両製造低迷の影響があり

ましたが、日本国内の鉄道事業者向けに車体用品及びシステム品が牽引し、売上高はほぼ計画通りに推移しま

した。

その結果、売上高は、23,179,248千円(前年同四半期比1.5％減)、営業利益は455,657千円(前年同四半期比

30.0％減)となりました。

 
②　一般事業

当社グループにおいては鉄道事業以外を一般事業としており、取引を行っている業界は、産業機器メーカー

や電力用機器メーカー、自動車業界メーカー等と多岐にわたっております。主な商材はコネクタや電子部品で

あり、当第３四半期連結累計期間では、世界経済の低迷を受けて、半導体業界や通信販売業者向けをはじめと

して電子部品の受注が減少し、売上高は低調に推移しました。

その結果、売上高は、2,320,870千円(前年同四半期比20.6％減)、営業損失は187,887千円(前年同四半期比

64.3％増)となりました。

 
(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は23,988,887千円で、前連結会計年度末に比べ2,446,865千円

減少しております。主な要因は、営業未収入金(1,522,745千円から303,555千円へ1,219,190千円減)、受取手形及

び売掛金(7,122,284千円から6,310,827千円へ811,457千円減)が減少したことによるものであります。

 
(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は15,236,646千円で、前連結会計年度末に比べ2,788,053千円

減少しております。主な要因は、役員退職慰労引当金(163,668千円から172,625千円へ8,957千円増)が増加した一

方、営業未払金(1,801,390千円から446,550千円へ1,354,840千円減)、支払手形及び買掛金(12,644,463千円から

11,310,702千円へ1,333,760千円減)が減少したことによるものであります。
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(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は8,752,241千円で、前連結会計年度末に比べ341,187千円

増加しております。主な要因は、利益剰余金(7,429,395千円から7,582,088千円へ152,693千円増)、また2019年６

月26日に東京証券取引所市場第二部に上場したことに伴う自己株式の処分により資本剰余金(445,943千円から

689,738千円へ243,794千円増)が増加した一方、為替換算調整勘定(△46,844千円から△132,035千円へ85,190千円

減)が減少したことによるものであります。

 
(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

 
(4) 研究開発活動

記載すべき事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,520,000

計 11,520,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,880,000 2,880,000
東京証券取引所
 （市場第二部）

単元株式数は100株で
あります。

計 2,880,000 2,880,000 ― ―
 

（注）　2019年６月26日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第二部に上場しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
 (株)

発行済株式
総数残高
 (株)

資本金増減額
 

 (千円)

資本金残高
 

 (千円)

資本準備金
増減額
 (千円)

資本準備金
残高
 (千円)

2019年12月31日 － 2,880,000 － 99,900 － －
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日である2019年９月30日の株主名簿により記載しております。

 
① 【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。１単元
の株式数は、100株であります。

普通株式
49,200

完全議決権株式(その他)
普通株式

28,296 同上
2,829,600

単元未満株式
普通株式

― ―
1,200

発行済株式総数 2,880,000 ― ―

総株主の議決権 ― 28,296 ―
 

 
② 【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
 (株)

他人名義
所有株式数
 (株)

所有株式数
の合計
 (株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤシマキザイ

東京都中央区日本橋兜町
６番５号

49,200 － 49,200 1.71

計 ― 49,200 － 49,200 1.71
 

(注)　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第三位を四捨五入しております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

 
役職名 氏名 退任年月日

取締役
海外営業本部長

髙橋　謙二 2019年９月30日
 

 
(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

 
男性8名　女性1名　(役員のうち女性の比率11％)
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 
２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,359,562 8,276,412

  受取手形及び売掛金 ※  7,122,284 ※  6,310,827

  営業未収入金 1,522,745 303,555

  電子記録債権 ※  2,416,563 ※  2,198,206

  有価証券 1,500,000 1,500,000

  商品 1,828,802 1,802,788

  その他 313,276 426,373

  貸倒引当金 △236 △164

  流動資産合計 23,062,999 20,817,999

 固定資産   

  有形固定資産 75,522 63,805

  無形固定資産 313,371 265,883

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,917,278 1,861,052

   繰延税金資産 119,253 48,700

   その他 949,664 934,746

   貸倒引当金 △2,336 △3,300

   投資その他の資産合計 2,983,860 2,841,199

  固定資産合計 3,372,753 3,170,888

 資産合計 26,435,753 23,988,887
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  12,644,463 ※  11,310,702

  営業未払金 1,801,390 446,550

  電子記録債務 ※  1,481,034 ※  1,238,159

  資産除去債務 － 2,260

  短期借入金 207,090 90,660

  未払法人税等 216,969 390

  賞与引当金 233,724 123,085

  その他 441,617 1,072,550

  流動負債合計 17,026,290 14,284,359

 固定負債   

  退職給付に係る負債 774,612 721,069

  役員退職慰労引当金 163,668 172,625

  資産除去債務 37,276 37,654

  その他 22,851 20,937

  固定負債合計 998,409 952,287

 負債合計 18,024,699 15,236,646

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 99,900 99,900

  資本剰余金 445,943 689,738

  利益剰余金 7,429,395 7,582,088

  自己株式 △62,480 △10,274

  株主資本合計 7,912,759 8,361,452

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 545,139 522,824

  為替換算調整勘定 △46,844 △132,035

  その他の包括利益累計額合計 498,294 390,789

 純資産合計 8,411,053 8,752,241

負債純資産合計 26,435,753 23,988,887
 

 

EDINET提出書類

株式会社ヤシマキザイ(E34499)

四半期報告書

 9/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 26,465,366 25,500,118

売上原価 23,172,852 22,534,586

売上総利益 3,292,514 2,965,532

販売費及び一般管理費 2,756,000 2,697,761

営業利益 536,514 267,770

営業外収益   

 受取利息 3,192 7,878

 受取配当金 33,563 35,197

 賃貸料収入 42,576 41,717

 補助金収入 19,719 8,634

 持分法による投資利益 － 108

 その他 21,634 35,463

 営業外収益合計 120,685 128,999

営業外費用   

 支払利息 6,772 6,034

 賃貸原価 9,192 9,150

 為替差損 7,307 10,751

 支払手数料 － 17,036

 その他 5,198 1,000

 営業外費用合計 28,471 43,972

経常利益 628,728 352,797

特別利益   

 投資有価証券売却益 61,055 52,689

 特別利益合計 61,055 52,689

税金等調整前四半期純利益 689,784 405,487

法人税、住民税及び事業税 248,421 105,914

法人税等調整額 18,623 82,359

法人税等合計 267,044 188,274

四半期純利益 422,739 217,213

親会社株主に帰属する四半期純利益 422,739 217,213
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 422,739 217,213

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △161,473 △22,315

 為替換算調整勘定 △85,607 △85,190

 その他の包括利益合計 △247,080 △107,505

四半期包括利益 175,658 109,707

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 175,658 109,707
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(1) 連結の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 
(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、合弁会社QUATRO YASHIMA PRIVATE LIMITEDを新たに設立したため、持分法適

用の範囲に含めております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計年度末日満期手形等

当第３四半期連結会計年度末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

受取手形 115,044千円 47,634千円

電子記録債権 32,904 〃 8,232 〃

支払手形 237 〃 980 〃

電子記録債務 136,280 〃 404,325 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年12月31日)

減価償却費 42,551千円 72,833千円
 

 　　　（注）負ののれんの償却費は金額的重要性がないため、記載を省略しております。

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日　至 2018年12月31日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 38,712 15.00 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ヤシマキザイ(E34499)

四半期報告書

12/16



 

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日　至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
 (千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 64,520 25.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

(注)　１株当たり配当額には創立70周年記念配当10.00円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2019年６月26日に東京証券取引所市場第二部に上場いたしました。上場にあたり、2019年６月25日を払

込期日とする公募(ブックビルディング方式による募集)による自己株式の処分250,000株により、資本剰余金が

243,794千円増加し、自己株式が52,205千円減少しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が689,738千円となっております。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

鉄道事業 一般事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 23,542,430 2,922,936 26,465,366 － 26,465,366

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 23,542,430 2,922,936 26,465,366 － 26,465,366

セグメント利益又は損失(△) 650,837 △114,323 536,514 － 536,514
 

(注)　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

鉄道事業 一般事業 計

売上高      

 外部顧客への売上高 23,179,248 2,320,870 25,500,118 － 25,500,118

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － － － －

計 23,179,248 2,320,870 25,500,118 － 25,500,118

セグメント利益又は損失(△) 455,657 △187,887 267,770 － 267,770
 

(注)　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益 163円80銭 78円82銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 422,739 217,213

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　(千円)

422,739 217,213

　普通株式の期中平均株式数(株) 2,580,800 2,755,800

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

―  

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年２月10日

株式会社ヤシマキザイ

取締役会 御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝　　田　　雅　　也 ㊞
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　　橋　　篤　　史 ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤシマ

キザイの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤシマキザイ及び連結子会社の2019年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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